
熱中症について
宝塚市消防本部 救急課 赤瀬

1



本日のアジェンダ

１ 救急概要

２ 熱中症分析

３ 応急処置

４ その他



01 救急概要



救急件数・搬送者数



現場概要
 覚知から病院到着時間・・・１分以上短縮

 軽症者の割合 ・・・約２,５％減少

 搬送人員のうち高齢者は全体の69.6%

２０２４年 ２０２５年

時間 ３７分４９秒 ３６分２７秒

軽症者 ５０％ ４７.４％



02 熱中症分析
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年齢別傷病者搬送者数（2025年）
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発生場所別搬送者数（２０２５年）
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03 応急処置



① 涼しい環境に退避させる

② 衣服を脱がせ、体を冷やす

③ 水分・塩分を補給する
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涼しい環境に退避させる

・風通しのよい日陰や冷房が効いている室内などへ退避

・熱中症特別警戒アラートが発表されている場合はクーリ
ングシェルターを利用しましょう。

（市役所や公民館など）

・熱中症特別警戒アラートが発表されていない場合でもク
ールシェアスポットは使用できます。

（企業やお店、公共施設など）
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衣服を脱がせ、体を冷やす

首 脇の下 太ももの付け根などに

（太い血管）

氷のうや冷却パックを当てる
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水分・塩分を補給する
・脱水状態となっているため水分を摂らせることが重要

・水分だけでなく塩分も失っているので、少量の塩を加え
た水か、塩分と糖分を含んだ経口補水液やスポーツドリン
クを用意して下さい。

※自力で水が飲めない傷病者に無理に飲ませないこと。

（水が誤って肺に入ってしまう可能性があるため）
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意識障害や痙攣などが起きた場合は
迷わず１１９番して下さい☎



04 その他



マイナ救急

 令和８年４月１日から
マイナ救急事業が始ま
っています。

 マイナ保険証の携行を
お願いします。



♯７１１９（救急安心センターひょうご）

 令和７年７月１１日か
ら♯７１１９事業が始
まっています。

 急な病気やケガで救急
車を呼ぶべきか迷った
際に、看護師などから
アドバイスを受けられ
る電話相談窓口です。



熱中症に対する応急処置については
以上となります。

各種救命講習を随時実施していますので、
希望等がありましたら消防本部救急課
または消防署へご連絡ください。
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